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 クラスでは、新しい友達と仲良くなろうと思い、自ら進んで声を掛けていましたね。さすが、二年生！ 

本格的に授業も始まり、先生のお話をしっかり聞いたり、話し合ったりする様子もみられました。 

安宅中学校の二年生には「あきらめる」という言葉はありません。 

「STEP UP！」を合言葉とし、学年全体で前進できる集団になって欲しいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～気持ちも新たに、「こんな二年生になりたい」という作文を書きました。いくつかの作文を載せます。～ 

 

「二年生になって頑張ること」                            石島 彰真 

 僕は二年生では、二つのことを目標に頑張りたいです。一つ目は勉強です。昨年度の後半、勉強にあてる

時間が少なく、テストで悔しい思いをたくさんしました。そのため、勉強がより大事になる二年生では勉強

にしっかりと向き合いたいと思います。二つ目は、先輩としての過ごし方です。部活動はもちろん、日々の

学校生活の面でも正しい行動をしなければ、後輩に悪い影響が及ぶかもしれません。「先輩になったこと」

を自覚して、正しい行動をしていきたいと思います。 

 

「二年生になって」                                西塔 わか菜 

 私はリーダー会に入ったので、名前だけで終わらないよう、二年一組を成長させていきたいです。私は、

みんなをまとめたり、注意したりすることが苦手で、ネガティブに考えてしまうところがあります。そのた

め、二年生では「積極性」や「責任感」を常に意識し、周りから頼られるような存在になりたいです。 

部活動では、北信越大会に出場できるよう、仲間と励ましあい、互いに向上していきたいと思います。そ

のために、毎日の練習を一生懸命に頑張りたいと思います。 

 

１組 ２組 



「新しい一歩」                                   野村 碧衣 

 今年は、クラスをしっかりとまとめられる存在になりたいです。会長という名前だけではなく、それに恥

じないような姿で過ごしていきたいと思います。具体的には、授業の初めと終わりの挨拶を元気に行うこと

から始めていきたいです。それを聞いて、みんなが「よし、がんばろう」という前向きな気持ちになったら

いいなと思います。また、同じ階には一年生もいるので、手本となる様子を「行動で伝える」ためにも、休

み時間の過ごし方を今まで以上に意識することが必要だなと思いました。 

 部活動にも力を入れていきたいです。時には悩んでとまどうこともあると思うけれど、そのようなときに

は仲間とともに考えて、一緒に成長できたらいいと思います。毎日が平和で、「楽しい」と思える一年にし

ていきたいです。 

 

「部活動や勉強について」                               木村 夢 

 僕は、二年生では、部活動の面で一年生のお手本になりたいです。僕が一年生の 

ときに、二年生に色々と教えてもらったり、助けてもらったりしていたので、次は 

僕が先輩として頑張りたいです。一年生の気持ちはとてもよく分かるから、一年生 

が困る前に、自分から先に動いて支えてあげたいです。また、僕も失敗すると思う 

けれど、一年生の前であってもごまかさずに正直に自分のダメなところを言って謝 

るなどして、正しく進んでいきたいです。そのような中で、先輩方や後輩の皆と信 

頼関係を作っていきたいです。 

 

 

「安中の中核」                             畠山 雪乃 

       私の目標は頼れる会長になることです。クラスの代表として活躍するとともに、生徒議会で

は、一年生の緊張や不安を少しでもなくしてあげたいと思っています。また、三年生が議会を

進めやすいように支えてあげたいと思います。安中をサンドウィッチに例えると、二年生の今

は、一番大事な中核(中身の具)だと思うので、「質の良いイチゴジャム」になれるよう頑張り

たいです。部活動は人数が少ないけれど、仲は一番良い部活動になりたいです。一年かけて

「自慢できるような学校」にしていきたいです。 

 

「大人になってからも活かせること」                         田中 輝仁 

 僕は今年、家のことを多くできるようにしていきたいです。なぜ、その目標にしたのかというと、身につ

けば大人になってからも活かせると思ったからです。そのために、毎日忘れずに家事などに取り組んでいき

たいと思います。僕ができることは、洗濯物を洗濯機に入れて回したり、自分の食べ終わった後の皿を洗っ

たり、また、服の片付けをしたりすることです。身近なことを自分なりに考えて、それを実行していきたい

と思います。他にも、挨拶や、自転車に乗るときのヘルメットなど、「当たり前のこと」をしっかりとやっ

ていきたいです。 

 


